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* 主題の説明

Ⅰ 使徒パウロは人々を牧養して、キリストのからだを建造することの模範でした
使徒26:18 彼らの目を開き、彼らを暗やみから光へ、サタンの権威から神に立ち返らせる

のである．それは、わたしにある信仰によって、彼らが罪の赦しと、聖別された
人たちの間での嗣業を受けるためである』。

1テモ1:16…わたしがあわれみを受けたのは、罪人のかしらであるわたしにおいて、イエス・
キリストが彼の辛抱強さの限りを展覧して、これから彼を信じて永遠の命へと
至る人たちへの模範とするためです。

* パウロは何であったか、何を行ったか

Ⅱ 使徒パウロはどのような者であったか (何であるか）
1テサ1:5 わたしたちがあなたがたの間で、あなたがたのためにどのような者であったかは、

あなたがたがよく知っているとおりです。

Ａ 私達が何であるかが、私達が何を行なうかです
マタイ7:17すべて良い木は良い実を結ぶが、腐った木は悪い実を結ぶ。

Ｂ 私達は働きよりも命に注意を払う必要があります
2コリ4:12死はわたしたちの中で働き、命はあなたがたの中で働くのです。

Ⅲ 使徒パウロの奉仕（何を行なうか）

Ａ 主は彼を主の証し人として定め
使徒26:16起き上がって、あなたの足で立ちなさい．わたしがあなたに現れたのは、

わたしを見た事と、わたしがあなたに現そうとしている事について、
あなたを奉仕者、証し人として定めるためである。

Ｂ パウロはキリストをすべてとし:彼の生活、模範、目標、秘訣としました
ピリピ1:20…今なおキリストが、わたしの体において大きく表現されることです。

Ｃ 霊によって生き、霊によって歩き
ガラ5:25もし私達が霊によって生きているならば、霊によって歩こうではありませんか。

Ｄ 神を注入され、神を輝かし出し
2コリ3:8ましてその霊の務めは、栄光の中にないわけがありましょうか？

Ｅ すべての事を、からだの中で、からだを通して、からだのために行ないました

* キリストを生きる模範について詳しく語ります

Ⅳ 人を牧養する最上の方法は：彼らに正しい模範を与えることです
（神にしたがって牧養することは神を生きることです）

Ａ パウロは福音を生きることによって、福音を宣べ伝えました
1テサ1:5わたしたちの福音があなたがたの所へ伝えられて行ったのは、

言だけによったのではなく、力と聖霊と大いなる確信とにもよったからです

Ｂ 模範だけが模範を複製することができます
1テサ1:6そしてあなたがたは、…言を受け入れ、私達にも主にも倣う者となり
1テサ1:7マケドニアとアカヤにおいて、信じる者すべての模範となりました。

Ｃ パウロがどのように歩いたかについて詳しく語ります

1-3 苦闘のうちに福音を語り、誠実さと忠信さから出て、神を喜ばせるためです
1テサ2:2私達は…激しい苦闘のうちに、神の福音をあなたがたに語りました。

1テサ2:3欺きや汚れから出たのではなく、悪知恵によるのでもありません．

1テサ2:4人を喜ばせようとしてではなく、神を喜ばせようとして語るのです。

4-6 へつらいの言も貪ることもなく、人からの栄誉を求めないで、自分の権威を守りません
1テサ2:5…私達はどんな時にも、へつらいの言を使ったこともないし、

口実をもうけてむさぼったこともないからです

1テサ2:6私達は権威を行使することができたのですが、人からの栄誉を求めることはしませんでした。

• ルシファーは栄誉を求めたために、神の内敵、サタンになりました

• どれだけ私達が主に用いられるかは､私達が人からの栄誉を求めないかどうかにかかっています

• もし私達がこの模範に従うなら、地位を求める病原菌を殺すでしょう

7-9 養う母のように、自分の命を人に分け与え、また勧めをする父のようです
1テサ2:7あなたがたの間で、養う母が自分の子供たちをはぐくむように優しくしました。

1テサ2:8自分の命までも、大いに喜んで分け与えようとしたのです．
それは、あなたがたが私達にとって愛する者となったからです。

1テサ2:11父が自分の子供に対してするように、…あなたがたに勧め

1テサ2:12それはあなたがたが、ご自身の王国と栄光の中へと、
あなたがたを召しておられる神にふさわしく歩くためです。

• 人を顧みるには、キリストの臨在を復活の実際として持つ必要があります

• 命を信者たちに分け与えることは、福音を彼らの中へと注入するための必要条件です

• 目標は彼らが神にふさわしく歩き、神の王国に入るためです
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